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1．はじめに

　筆者らは、年中行事に関わる餅にっいて、本学学生の意識調査を行っている。1）～3）その中で、

餅は正月という年中行事には欠かせない雑煮や鏡餅として、それぞれの地方や地域、各学生の

家庭において深い関わりを持っていることがわかった。

　餅と団子の違いは、餅はもち米を用い、団子は新粉（うるち米の粉）が多く、もち米、小麦、

大豆、トウモロコシ、アワ、ヒエ、ソバも用いる。米を蒸して揚けば餅になり、これを丸める

と団子になる。また、米粉、小麦粉を練って丸め、蒸したり、茄でたり、妙ったりしても団子

ができる。餅は粒食、団子は粉食である4）とされ、どちらも米を用いる食品である。餅は正

月には神棚などに供え、団子は毎月20日の二十日団子、春・秋の彼岸団子、潅仏会（花まっり）

の団子、また死者の枕元に供える枕団子と、仏事に関わる行事に用いられることが多いが、他

に月見のお月見団子がある。しかし、現在では団子は「花より団子」と言われるように、串団

子などの和菓子として、また「笹団子」「きび団子」「いきなり団子」など全国各地の名物も多

く、甘味として用いられることの方が多いように思う。

　そこで、現在の学生の家庭における団子を用いる年中行事として月見を取り上げた。

　月見の由来は、中国から伝わり平安初期ごろから宮廷で旧暦8月15夜に月見の宴が行われた。

9月13夜の月見は中国にはなかったが、8月15夜と同じ延喜年間に宮廷で行われるようになっ

た。酒宴などを伴う月見の祝いは室町中期に始まったが（『御湯殿上日記』）、現代のような供

物をする庶民の月見は江戸時代になってからのようである。月見は8月15日と9月13日の2回

行われ、どちらか一方では片見月として嫌われ、片月見はしないのが江戸の風俗であったとい

う。（『絵本江戸風俗往来』）5）～1°）

　月見の食べ物は、供え物であり、稲作が伝わる以前の日本人の食生活では、さといもが主食

的なものであり、畑作の中でもさといもが重んじられ、収穫祭が満月の8月15夜に行われたの

が月見の始まりとなった。そのため、月見にはさといもを用いるともいわれている。4）～1°）この

「芋名月」ともいわれる十五夜では、団子、さといも、栗、枝豆などを供えている。十三夜で
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は、枝豆、栗などが旬であることから「豆名月」「栗名月」といわれ、豆、栗の他に、柿、ぶ

どうなども供える。団子の形は、関東では丸い団子、関西はさといものように先のすぼまった

団子を供える♂〉～11）

　月見の飾り方として稲穂に見立てたススキを飾り、収穫した果物、野菜をかごに盛り、三宝

に団子をピラミッド型に積み上げて供える。このような風景は日本の秋を象徴するものとなっ

ている。12）

　今日において受け継がれている年中行事の中で、月見として十五夜・十三夜が家庭において

どの程度に行われているかアンケート調査を行い、得られた結果を報告する。

2．方　法

（1）調査対象

　東京家政大学家政学部栄養学科並びに短期大学部栄養科に在籍する220名を対象とした。回

収率90％であった。回収後、家族構成を調べた結果、祖父母との同居は200名中38名であった。

（2）調査期間

　2007年6月～9月である。

（3）調査内容

　伝統的な行事として受け継がれている月見について、（1）本邦各家庭においての十五夜の実施

状況、団子の入手方法や形態、個数、団子以外の供え物（2）本邦各家庭においての十三夜の実

施状況（3）本邦各学生の月見のイメージ（4）本邦学生の月見後の団子の食し方⑤本邦学生の団

子に対するイメージ語⑥本邦各家庭において月見以外に団子を食する時について検討した。

3．結果および考察

（1）本邦各家庭においての十五夜の実施状況

　図1より、家庭における十五夜の実施状況の結果は、現在月見を行う：18％、行わない：71

％と多く、無回答：11％であった。月見を行うと回答の内3分の1は祖父母と同居の家庭であっ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。行わないと回答のあった内18％の家庭では、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月見を以前は行っていたが現在は行っていない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　との回答であった。
　　　　　　　　18％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2より、十五夜の月見を行わないと回答が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あった中で、いっ頃まで月見を行っていたかの

　　　　　　　　　　　　　口行う　　　　期間についての回答は、保育園・幼稚園児まで：

　　　　　　71％　　　　　　［コ行わない　　　12％、小学生まで：52％、中学生まで：32％、

　　　　　　　　　　　　　　團無回答
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高校生まで：4％であった。このことより、半

　　　　　　　　　　　　　　調査数　n＝200　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数以上の家庭では小学校生までで月見をやめて

　　　　図1　十五夜の実施状況　　　　　　しまい、中学生までにほとんどの家庭で月見を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　82



　　　　　　　　　　　　　　本学学生の月見と団子に対する意識調査

行わなくなっている。

　次に、月見団子を供える状況にっいて調べた結果、図3より月見に団子を供えると回答のあっ

た家庭：85％、供えない：12％、無回答：3％であった。月見をする場合には、ほとんどの家

庭で団子を供えていることがわかった。

　また、月見団子の入手方法、形態、個数にっいての回答は、図4－1から図4－4より、団子
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保育園・　　　～小学生　　～中学生　　～高校生

　幼稚園児

　図2　十五夜を行っていた期間

　　　　　　　　　　　　　口供える

　　　　　　　　　　　　　［コ供えない
　　　　85％
　　　　　　　　　　　　　圏無回答

　　　　　　　　　　　　　調査数　n＝36

図3　十五夜の月見団子を供える状況

　　　　　　　　　　　　　口手作り

　　　　　　　　　　　　　口市販品

　　　　　　　　　　　　　睡無回答

　　　　　　　　　　　　　調査数　n＝36

図4－1　十五夜の月見団子の入手方法

　　　　　　　　　　　　　　口丸形

　　　　　　　　　　　　　　［コその他

　　　　　　　　　　　　　　圏無回答

　　　　　　　　　　　　　　調査数　n＝36

図4－2　十五夜の月見団子の形態一外観一

　　　　　　　　　　　　　　圏あん入り
　　　　　　　　45％　　　　　　　　　　　　　　口あんなし

　　　　　　　　　　　　　　口無回答

　　　　　　　　　　　　　　調査数　n＝36

図4－3　十五夜の月見団子の形態一あん一 図4－4

　　　　　　　騒15個

　　　　　　　口決まっていない

　　　　　　　［コ無回答

　　　　　　　　調査数　n＝36

十五夜の月見団子の個数
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は手作り：47％、市販品：37％、無回答：16％であった。団子の形態は、外観が丸形：60％、

その他：25％、無回答：15％であった。その中で特徴的な回答として、沖縄県では細長い豆入

りの団子を月見団子として使用しているという回答が見られた。あんにっいては、あん入り：

45％、あんなし：42％、無回答：13％であった。供える個数にっいては、15個：15％、決まっ

ていない：20％、無回答：65％であった。団子の個数にっいては諸説あり、十五夜には15個、

十三夜には13個、12ヶ月にちなんで12個などともいわれているが、本調査ではいくっ供えるか

は決まっていないと無回答が多くみられ、個数にこだわりを持って供えていないようであった。

　図5より月見団子を作る時に使用する粉にっいての回答は、上新粉のみ：50％と半数を占め、

白玉粉のみ：25％、上新粉と白玉粉を混ぜる：25％であった。団子には上新粉が単独または混

合で使用されることが多いが、いずれも団子に使用する粉は米粉のみの回答であった。

　以上の結果より、年々月見という風習が忘れ去られ、家庭において団子を作り、作物の収穫

に感謝して、作物をお供えするといった光景が減りっっあることが伺える。そのような現状の

中、千葉県出身で子どもの頃は愛知県で育った学生1件の回答ではあるが、“団子どろぼう”

という風習がみられた。お供えのたあに作られた月見団子を、供えているあいだに人に見られ

ずに食べると健康になるといわれ、盗まれる側も盗み食いされるほど縁起が良いと言われる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“団子どろぼう”“お月見どろぼう”という風

口上新粉

口白玉粉

國上新粉・白玉粉

調査数　n＝36

図5　団子に使用する粉について

1％

口行う

［1］行わない

國無回答

　　　　　　　　　調査数　n＝200

図6　十三夜の実施状況

習6）が今も残る地域があることがわかった。

　表1より団子以外の供え物については、野菜

はきゅうり・なす・さといも、果物はぶどう・

なし・柿、その他には和菓子・酒が出現した。

（2＞本邦各家庭においての十三夜の実施状況

　図6より、十三夜の実施状況の結果、月見を

行う：1％、行わない：89％、無回答：10％で

あった。以上の結果より、ほとんどの家庭で十

三夜が行われていないことがわかった。十五夜・

十三夜のどちらか一方だけの月見は、“片見月”

として嫌われるといわれているが、庶民の場合

表1団子以外の供え物として出現したもの

きゅうり

野菜 なす

さといも

ぶどう

果物 なし

柿

その他
和菓子

@酒
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には十五夜のみが行われ、十三夜は省略されていることが多い9）ということからも、片見月

を嫌ったのは貴族達一部の階級であったと考えられ、現在では多くの家庭において、十五夜の

みが行われているようである。

（3）本邦各学生の月見のイメージ

　図7より、月見団子などの供え物や供え方のイメージを絵に書いてもらい、回答より描かれ

た物を出現数の順に示した。団子：70％、三宝：65％、月：47％、すすき：45％、うさぎ：

22．5％、その他に皿、くだもの、臼・杵が描かれていた。十五夜、十三夜が行事として薄らい

でいく中、団子を供える三宝や月とうさぎ・すすきが描かれ、学生の月見に対するイメージは、

今もしっかりと持ち続けられていることがわかった。

（4）本邦学生の月見後の団子の食し方

　図8より、月見後の団子の食し方にっいては、汁粉・あんこが多く、続いて砂糖・しょうゆ、

きなこ、みそ汁、そのままの順であった。現在、和菓子店で販売されているあん団子・みたら

し団子と同様な食し方を好んでいる傾向であった。

⑤本邦学生の団子に対するイメージ語

　図9より、団子に対するイメージ語は、丸い：　　160

34人、おやつ：31人、続いて串、伸びない、硬甕140

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人120
い・硬くなる、正月、弾力があるという回答が　数100

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A得られた。団子のイメージは、餅のイメージ3）680

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60
やわらかい、伸びる、もちもち、主食といった　　40

イメージなどとは異なり、硬く伸びないおやっ　　20

感覚のイメージが強いようである・　　　　學i月亨9皿揚寧
（6）本邦各家庭において月見以外に団子を食する　　　　　　　　　　　き　ぎ　　　　　　杵

時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図7　月見団子などの供え方のイメージ

　図10より、月見以外に団子を食する時は、食　　　　　よりの出現数
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図10　月見以外に団子を食する時

べたい時に食するが多くみられ、花見、正月、

おやっ、彼岸、ひなまっり、どんど焼きなどの

回答がみられた。旧来より仏事・葬儀に用いら

れてきた団子ではあるが、本調査では1件の出

現であった。

　年中行事の月見には、「芋名月」ともいわれ

る十五夜、「栗名月」「豆名月」と言われる十三

夜があり、それぞれの意味を知るとともに、関

連する食べ物や行事にっいても関心を持ち、こ

れからも続けて欲しいと思う。団子については、

月見団子だけではなく、他の年中行事などと関

連した団子について、今後も深く調査していきたいと思う。

4．まとめ

　本学学生の家庭における調査から得られた結果を以下にまとめた。

（1＞十五夜の実施状況は、現在月見を行う：18％、行わない：71％と多かった。行わないと回答

　の内18％は、月見を以前は行っていたが現在は行っていないであった。

②いっ頃まで月見を行っていたかの期間にっいては、保育園・幼稚園児まで：12％、小学生ま

　で：52％、中学生まで：32％、高校生まで：4％で、半数以上の家庭では小学校生までで月

　見を行わなくなっている。

（3）月見に団子を供える：85％、供えない：12％で、ほとんどの家庭で月見に団子を供えている。

　団子は手作り：47％、市販品：37％、外観は丸形が多かった。また、あん入り：45％、あん

　なし：42％、供える個数にっいては、15個：15％、決まっていない：20％であった。

（4）団子以外のお供えは、野菜はきゅうり・なす・さといも、果物はぶどう・なし・柿などが出

　現した。

⑤団子を作る時に使用する粉は、上新粉のみ：50％と半数を占めていた。

（6）十三夜の実施状況は、行う：1％、行わない：89％で、ほとんどの家庭で行われていない。

（7）月見団子などの供え物や供え方のイメージ図に団子、三宝、月、すすき、うさぎなどが描か

　れていた。

（8）月見後の団子の食し方は、汁粉・あんこが多く、続いて砂糖・しょうゆであった。

（9）団子に対するイメージ語は、丸い、おやつ、串、伸びない、硬い・硬くなる、正月、弾力が

　あるで、餅のイメージとは異なり、硬く伸びないおやっ感覚のイメージが強かった。

（10）月見以外に団子を食する時は、食べたい時に食するが多く、花見、正月、おやっ、彼岸、ひ

　なまっり、どんど焼きなどの回答がみられた。仏事・葬儀は1件の出現であった。
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